
　

西
条
市
議
会
で
は
、
平
成
26
年
12
月
定
例
会
に
お
い
て
、
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

を
設
置
し
、
議
会
運
営
の
検
証
及
び
議
会
の
活
性
化
に
関
す
る
調
査
・
研
究
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
議
会
基
本
条
例
の
具
体
的
な
条
文
や
内
容
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
と

と
も
に
、
地
方
自
治
法
第
100
条
の
２
の
規
定
に
基
づ
き
議
会
基
本
条
例
制
定
に
関
す
る

事
項
に
つ
い
て
専
門
的
知
見
を
活
用
し
た
調
査
を
第
三
者
に
依
頼
す
る
な
ど
、
種
々
議

論
を
重
ね
、
こ
れ
ま
で
に
延
べ
21
回
に
わ
た
り
委
員
会
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
間
の
調
査
・
研
究
を
踏
ま
え
、
本
市
議
会
で
は
、
崇
高
な
政
治
倫
理
の
下
、
市

民
か
ら
よ
り
い
っ
そ
う
信
頼
さ
れ
る
議
会
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
に
、
平

成
28
年
第
４
回
９
月
定
例
会
最
終
日
（
９
月
21
日
）
の
本
会
議
に
お
い
て
、
西
条
市
議

会
基
本
条
例
を
提
案
し
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
条
例
は
、
平
成
29
年
２
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

議
会
基
本
条
例
と
は

　

地
方
分
権
の
進
展
に
伴
い
、
地
方
自
治

体
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
大
き
く
変
化
し

て
き
て
い
ま
す
。
二
元
代
表
制
の
一
翼
を

担
う
議
会
の
役
割
や
責
任
も
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
増
大
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

本
市
議
会
に
お
い
て
も
、
市
長
等
執
行
機

関
と
緊
張
関
係
を
保
持
し
な
が
ら
、
行
政

監
視
は
も
と
よ
り
政
策
立
案
機
能
を
強
化

し
、
政
策
提
言
を
行
う
な
ど
、
市
民
の
信

頼
に
応
え
る
責
任
あ
る
活
動
を
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
条
例
は
、
議
会
及
び
議
員
活
動
の

基
本
と
な
る
事
項
を
定
め
る
と
と
も
に
、

市
民
福
祉
の
向
上
及
び
市
政
の
発
展
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
制
定
し
ま
し

た
。
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西
条
市
は
、
穏
や
か
な
瀬
戸
内
海
を
見

下
ろ
す
西
日
本
最
高
峰
「
石
鎚
山
」
の
豊

か
な
緑
と
清
い
水
の
恵
み
を
受
け
、「
人

が
つ
ど
い　

ま
ち
が
輝
く　

快
適
環
境
実

感
都
市
」
を
将
来
像
と
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
る
。

　

西
条
市
議
会
は
、
本
市
の
ま
ち
づ
く
り

の
基
本
理
念
に
鑑
み
、
市
民
の
負
託
に
応

え
る
べ
く
、
先
人
が
築
き
上
げ
て
き
た
歴

史
・
文
化
、
多
様
な
地
域
資
源
な
ど
の
特

性
を
重
視
し
、
市
域
の
課
題
の
把
握
と
市

民
の
様
々
な
意
見
の
反
映
に
努
め
、
政
策

立
案
及
び
政
策
提
言
を
積
極
的
に
行
う
と

と
も
に
、
議
会
活
動
の
充
実
強
化
に
取
り

組
ん
で
き
た
。

　

今
日
、
著
し
く
変
化
す
る
社
会
経
済
情

勢
の
中
で
、
二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う

議
会
が
果
た
す
べ
き
役
割
は
更
に
重
要
と

な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
積
み
重
ね
て
き

た
議
会
の
活
性
化
に
関
す
る
取
組
を
確
か

な
も
の
と
し
、
市
長
そ
の
他
の
執
行
機
関

と
緊
張
関
係
を
保
ち
、
意
思
決
定
、
行
政

監
視
、
民
意
集
約
、
政
策
提
言
な
ど
を
通

じ
て
、
市
民
福
祉
の
向
上
及
び
市
政
の
発

展
に
寄
与
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

議
会
及
び
議
員
は
、
そ
の
使
命
、
役
割
、

責
務
を
自
覚
し
な
が
ら
、
崇
高
な
政
治
倫

理
の
下
、
市
民
か
ら
よ
り
一
層
信
頼
さ
れ

る
議
会
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
を
決
意
し
、
議
会
運
営
及
び
議
員
活
動

の
基
本
と
な
る
事
項
を
定
め
る
条
例
を
こ

こ
に
制
定
す
る
。

第
１
章　

総
則

（
目
的
）

第
１
条　

こ
の
条
例
は
、西
条
市
議
会（
以

下
「
議
会
」
と
い
う
。）
及
び
西
条
市
議

会
議
員
（
以
下
「
議
員
」
と
い
う
。）
に

係
る
基
本
的
事
項
を
定
め
、
市
民
の
信
頼

に
応
え
る
責
任
あ
る
活
動
に
よ
り
、
市
民

福
祉
の
向
上
と
市
政
の
発
展
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
趣
旨
の
尊
重
）

第
２
条　

議
会
は
、
議
会
に
関
す
る
他
の

条
例
、
規
則
等
の
制
定
又
は
改
廃
を
行
う

と
き
は
、
こ
の
条
例
の
趣
旨
を
十
分
に
尊

重
す
る
も
の
と
す
る
。

第
２
章　

議
会
及
び
議
員
の
活
動
原
則

（
議
会
の
活
動
原
則
）

第
３
条　

議
会
は
、
次
に
掲
げ
る
原
則
に

基
づ
き
活
動
す
る
も
の
と
す
る
。

（
１
）
市
民
を
代
表
す
る
議
事
機
関
と
し

て
の
議
決
責
任
を
常
に
自
覚
し
、
公
平
性
、

透
明
性
及
び
信
頼
性
を
重
視
し
、
市
民
に

開
か
れ
た
議
会
を
目
指
す
こ
と
。

（
２
）
市
民
の
多
様
な
意
見
を
的
確
に
把

握
し
、
市
政
に
反
映
さ
せ
る
よ
う
努
め
る

こ
と
。

（
３
） 

市
長
そ
の
他
の
執
行
機
関
（
以
下

「
市
長
等
」
と
い
う
。）
へ
の
監
視
及
び
評

価
並
び
に
政
策
立
案
及
び
政
策
提
言
を
行

う
機
能
を
能
動
的
に
十
分
発
揮
で
き
る
よ

う
、
不
断
の
努
力
を
行
う
こ
と
。

２　

円
滑
で
市
民
に
分
か
り
や
す
い
議
会

運
営
を
行
う
た
め
、
こ
の
条
例
に
規
定
す

る
も
の
の
ほ
か
、
議
会
運
営
の
基
本
と
な

る
西
条
市
議
会
会
議
規
則
（
平
成
16
年
西

条
市
議
会
規
則
第
１
号
）、
西
条
市
議
会

委
員
会
条
例
（
平
成
16
年
西
条
市
条
例
第

208
号
）
及
び
西
条
市
議
会
申
し
合
わ
せ
事

項
等
を
適
宜
又
は
継
続
的
に
見
直
す
こ
と

と
す
る
。

西
条
市
議
会
基
本
条
例
の
特
色

　

こ
の
条
例
に
は
、
西
条
市
議
会
と
し
て

特
色
あ
る
事
項
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

第
16
条　

積
極
的
に
政
策
提
言
を
行
う

「
政
策
提
言
会
」
の
開
催

第
20
条　

学
識
経
験
を
有
す
る
者
等
に
よ

る
専
門
的
事
項
に
係
る
調
査
の
活
用

第
21
条　

市
長
等
と
協
力
し
た
危
機
管
理

体
制
の
強
化

第
22
条　

他
の
自
治
体
の
議
会
や
議
員
と

の
積
極
的
な
交
流
及
び
連
携

　

以
下
、
西
条
市
議
会
基
本
条
例
を

掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
解
説
付
き
の

基
本
条
例
に
つ
き
ま
し
て
は
西
条
市

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
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